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(57)【要約】
【課題】枕の洗浄や日干し等が原因で生じるセンサの故
障を防止できる生体情報計測機能付き枕を提供する。
【解決手段】枕1Aは、被験者Ｈの生体情報を計測するセ
ンサ10が枕本体２の内部に取出し可能に配置されている
ものである。枕本体２の内部におけるセンサ10の配置位
置は、被験者Ｈの頚部側の位置に設定されている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の生体情報を計測するセンサが枕本体の内部に取出し可能に配置されており、
　前記枕本体の内部における前記センサの配置位置は、被験者の頚部側の位置に設定され
ていることを特徴とする枕。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被験者の生体情報を計測する機能を有する枕及び生体情報計測装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　医療施設（例：病院）、介護施設、一般家庭等では、病人、健康人、乳幼児等の被験者
の健康状態を把握するために、被験者の就寝中の生体情報を計測することが行われている
。
【０００３】
　その計測に用いられる装置として、生体情報を無侵襲的に計測する装置が幾つか知られ
ている（例えば、特許文献１～５参照）。その一例として、特開２００４－１１３３２９
（特許文献１）には、被験者の生体の信号を検出するセンサが枕の内部に配置された装置
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－１１３３２９号公報（段落［0026］～［0031］、図３）
【特許文献２】特開２００４－３５１１１０号公報
【特許文献３】特開２００７－６１５８７号公報
【特許文献４】特開２００５－２０５０２３号公報
【特許文献３】特開２００２－１１９４９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　而して、上記公報に開示の装置では、センサを枕の内部から取り出すことができなかっ
た。そのため、枕の洗浄や日干しによってセンサが故障する虞があった。さらにセンサが
故障した場合には、枕ごと修理に出さなくてはならず、面倒であった。
【０００６】
　本発明は、上述した技術背景に鑑みてなされたもので、その目的は、枕の洗浄や日干し
等が原因で生じるセンサの故障を防止できる生体情報計測機能付き枕、及び該枕を備えた
生体情報計測装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は以下の手段を提供する。
【０００８】
　［１］　被験者の生体情報を計測するセンサが枕本体の内部に取出し可能に配置されて
いることを特徴とする枕。
【０００９】
　［２］　前記センサは、前記枕本体に対して位置固定された状態に配置されている前項
１記載の枕。
【００１０】
　［３］　前記センサは、前記枕本体の長さ方向に延びた状態に配置される帯板状の起歪
板と、前記起歪板に装着されるとともに前記起歪板の歪みを検出する歪み検出手段と、を
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備えている前項１又は２記載の枕。
【００１１】
　［４］　前記枕本体の内部における前記起歪板の配置位置は、前記枕本体の上下両面か
ら前記枕本体の厚さ方向中間部に向かって等距離の位置に設定されている前項３記載の枕
。
【００１２】
　［５］　前記枕本体は、その厚さ方向に複数層に且つ展開可能に折り重ねられて形成さ
れたものであり、且つ、前記枕本体を複数層に折り重ねた状態に保持する保持手段を備え
ており、
　前記起歪板は、前記枕本体を構成する複数層の折り重ね層における互いに隣接する２つ
の層間に、両層間で挟まれて位置固定された状態に配置されている前項３又は４記載の枕
。
【００１３】
　［６］　前記枕本体の内部における前記起歪板の配置位置は、被験者の頚部側の位置に
設定されている前項３～５のいずれかに記載の枕。
【００１４】
　［７］　前記枕本体の内部における前記起歪板の配置位置は、被験者の頚部側の位置に
設定されており、
　前記起歪板は、前記枕本体の幅方向に対して、前記起歪板の幅方向両側縁部のうち被験
者頚部側の側縁部が被験者頭部側の側縁部よりも下に位置するように傾斜した状態に配置
されている前項３記載の枕。
【００１５】
　［８］　前記起歪板は、前記枕本体の内部に設けられた起歪板収容ポケット孔内に取出
し可能に収容されている前項３、４又は７記載の枕。
【００１６】
　［９］　前記ポケット孔の開口部に、開口部を開閉自在に封止する封止部材が設けられ
ている前項８記載の枕。
【００１７】
　［１０］　前記センサは、該センサからの出力信号を無線信号として送信する無線通信
手段を含んでおり、
　前記センサの動作電源が前記起歪板に付設されている前項３～９のいずれかに記載の枕
。
【００１８】
　［１１］　前項１～１０のいずれかに記載の枕と、
　前記枕のセンサからの出力信号に基づいて被験者の生体情報を報知する報知手段と、を
備えていることを特徴とする生体情報計測装置。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は以下の効果を奏する。
【００２０】
　［１］の発明では、センサが枕本体の内部に取出し可能に配置されているから、枕を洗
浄する場合や日干しする場合、あるいはセンサが故障した場合など、センサを必要に応じ
て枕本体の内部から取り出すことができる。
【００２１】
　［２］の発明では、センサが枕本体に対して位置固定された状態に配置されているので
、睡眠時の被験者の寝返り等の体動によって枕本体に対するセンサの位置がずれる不具合
を防止できる。
【００２２】
　［３］の発明では、センサは起歪板と歪み検出手段とを備えているので、被験者の生体
情報を確実に計測することができる。
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【００２３】
　［４］の発明では、枕本体の内部における起歪板の配置位置は、枕本体の上下両面から
枕本体の厚さ方向中間部に向かって等距離の位置に設定されていることにより、枕を上下
にひっくり返して使用した場合であっても、センサの計測精度が枕をひっくり返す前の計
測精度と同じになる。したがって、枕を上下両面で使用することができる。
【００２４】
　［５］の発明では、枕本体は、その厚さ方向に複数層に且つ展開可能に折り重ねられて
形成されたものであり、起歪板は、枕本体を構成する複数層の折り重ね層における互いに
隣接する２つの層間に、両層間で挟まれて位置固定された状態に配置されている。したが
って、枕本体を形成するために展開状態の枕本体を複数層に折り重ねる際に、互いに隣接
する２つの層間に起歪板を配置させて両層間で起歪板を挟むことにより、起歪板（センサ
）を枕本体の内部に位置固定した状態に配置することができる。そのため、センサの枕本
体内部への配置作業とセンサの位置固定作業を容易に行うことができる。
【００２５】
　さらに、枕本体は、枕本体を複数層に折り重ねた状態に保持する保持手段を備えている
ので、この保持手段によって枕本体を複数層に折り重ねた状態に保持することができる。
【００２６】
　［６］の発明では、枕本体の内部における起歪板の配置位置は、被験者の頚部側の位置
に設定されているので、センサによる被験者の生体情報の計測精度を向上させることがで
きる。
【００２７】
　［７］の発明では、枕本体の内部における起歪板の配置位置は、被験者の頚部側の位置
に設定されているので、センサによる被験者の生体情報の計測精度を向上させることがで
きる。
【００２８】
　さらに、起歪板は、枕本体の幅方向に対して、起歪板の幅方向両側縁部のうち被験者頚
部側の側縁部が被験者頭部側の側縁部よりも下に位置するように傾斜した状態に配置され
ているので、起歪板の幅方向が就寝時の被験者の頭部から頚部に沿う方向と略同じになる
。そのため、被験者がその頭部ないし頚部にセンサの存在による違和感を感じるのを極力
抑えることができるし、しかも、センサによる生体情報の計測精度をより一層向上させる
ことができる。
【００２９】
　［８］の発明では、起歪板は、枕本体の内部に設けられた起歪板収容ポケット孔内に取
出し可能に収容されているので、起歪板（センサ）の枕本体内部への配置作業を容易に行
うことができるし、起歪板が枕本体から不慮に脱落する不具合を防止できる。
【００３０】
　［９］の発明では、起歪板がポケット孔内から不慮に飛び出して枕本体から脱落する不
具合を確実に防止できる。
【００３１】
　［１０］の発明では、センサのコードレス化を図ることができる。
【００３２】
　［１１］の発明では、被験者の生体情報を報知対象者に報知することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】図１は、本発明の第１実施形態に係る枕及び生体情報計測装置をその使用状態で
示す概略平面図である。
【図２】図２は、同枕の断面図である。
【図３】図３は、同枕を枕本体とセンサに分離して示す斜視図である。
【図４】図４は、同枕のセンサの構成を示すブロック図である。
【図５】図５は、本発明の第２実施形態に係る枕の断面図である。
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【図６】図６は、同枕を枕本体とセンサに分離して示す斜視図である。
【図７】図７は、本発明の第３実施形態に係る枕の展開斜視図である。
【図８】図８は、同枕の斜視図である。
【図９】図９は、本発明の第４実施形態に係る枕の展開斜視図である。
【図１０】図１０は、同枕の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　次に、本発明の幾つかの実施形態について図面を参照して以下に説明する。
【００３５】
　図１～４は、本発明の第１実施形態に係る枕及び生体情報計測装置を説明する図である
。
【００３６】
　図１において、（２０）は本第１実施形態の生体情報計測装置であり、（３０）は被験
者（Ｈ）が就寝する寝床としてのベッドである。
【００３７】
　ベッド（３０）は、平面視四角形状（詳述すると長方形状）であり、このベッド（３０
）上にマットレス、敷き布団等の弾性マット（３１）が敷設されている。
【００３８】
　本第１実施形態の計測装置（２０）は、被験者（Ｈ）の主に就寝中の生体情報を計測す
るもので、医療施設（例：病院）、高齢者施設、介護施設、養護施設、宿泊施設（例：ホ
テル）、一般家庭等で用いられるものである。この計測装置（２０）により計測される生
体情報としては、呼吸情報を始め、脈拍情報（心拍情報）、体動情報等が挙げられる。被
験者（Ｈ）としては、健康人、病人、高齢者、乳幼児、宿泊客等が挙げられる。
【００３９】
　この計測装置（３０）は、本発明の第１実施形態に係る枕（１Ａ）と報知手段（１８）
とを備えている。
【００４０】
　図２及び３に示すように、枕（１Ａ）は、枕本体（２）と、被験者（Ｈ）の生体情報を
計測するセンサ（１０）とを備えている。
【００４１】
　枕本体（２）の素材は、ウレタンフォーム（例：低反発ウレタンフォーム）、ポリエチ
レフォーム、そば殻、スポンジ、綿、羽毛等であって、一般に市販されているものである
。
【００４２】
　図３において、（Ｌｐ）は枕本体（２）の長さ方向を示し、（Ｗｐ）は枕本体（２）の
幅方向を示し、（Ｄｐ）は枕本体（２）の厚さ方向（高さ方向）を示している。
【００４３】
　枕本体（２）の長さは例えば３００～８００ｍｍであり、枕本体（２）の幅は例えば２
００～６００ｍｍであり、枕本体（２）の高さは５０～２００ｍｍである。ただし本発明
では、枕本体（２）の長さ、幅及び高さはそれぞれ上記の範囲であることに限定されるも
のではない。
【００４４】
　センサ（１０）は、起歪板（１１）と、該起歪板（１１）の歪みを検出する歪み検出手
段（１２）と、制御基板（１３）とを備えている。
【００４５】
　起歪板（１１）は、弾性的に撓曲可能な帯板状のものであり、金属板から形成されてお
り、詳述するとアルミニウム（その合金を含む）板から形成されており、板状の押出材や
圧延材等からなる。起歪板（１１）がアルミニウム板から形成されることにより、枕（１
Ａ）の軽量化を図ることができる。
【００４６】
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　ただし本発明では、起歪板（１１）はアルミニウム製であることに限定されるものでは
なく、その他に、例えば、鉄、鋼（ステンレス鋼を含む）、マグネシウム合金、銅（その
合金を含む）製であっても良いし、プラスチック（例：繊維強化プラスチック）製であっ
ても良い。
【００４７】
　この起歪板（１１）は、枕本体（２）の長さ方向（Ｌｐ）（即ち被験者（Ｈ）の頭部の
左右方向）に延びた状態に配置されるものであり、被験者（Ｈ）の頭部の重量（荷重）を
受けて被験者（Ｈ）の生体活動に伴い歪みが生じるものである。
【００４８】
　起歪板（１１）の上下両面は平坦状に形成されている。また、起歪板（１１）の厚さは
、起歪板（１１）の長さ方向及び幅方向において一定に設定されている。また、起歪板（
１１）の幅（Ｗ）は、起歪板（１１）の長さ方向において一定に設定されている。
【００４９】
　ただし本発明では、起歪板（１１）の厚さは、起歪板（１１）の長さ方向及び幅方向に
おいて一定に設定されていることに限定されるものではなく、その他に、例えば、起歪板
（１１）の長さ方向中間部の厚さが起歪板（１１）の長さ方向各端部の厚さよりも薄く設
定されていても良い。また本発明では、起歪板（１１）の幅（Ｗ）は、起歪板（１１）の
長さ方向において一定に設定されていることに限定されるものではなく、その他に、例え
ば、起歪板（１１）の長さ方向中間部の幅が起歪板（１１）の長さ方向各端部の幅よりも
短く設定されていても良い。また本発明では、起歪板（１１）の長さ方向中間部の断面二
次モーメントは、例えば、起歪板（１１）の長さ方向各端部の断面二次モーメントと等し
く設定されていても良いし、起歪板（１１）の長さ方向各端部の断面二次モーメントより
も小さく設定されていても良い。
【００５０】
　起歪板（１１）の長さ（Ｌ）は例えば３００～８００ｍｍの範囲に設定される。起歪板
（１１）の幅（Ｗ）は例えば５０～２００ｍｍの範囲に設定される。起歪板（１１）の厚
さは例えば０．５～３ｍｍの範囲に設定される。ただし本発明では、起歪板（１１）の長
さ（Ｌ）、幅（Ｗ）及び厚さはそれぞれ上記の範囲であることに限定されるものではない
。
【００５１】
　起歪板（１１）の曲げこわさは、例えば３×１０４～１０×１０７Ｎｍｍ２の範囲に設
定されるのが望ましい。起歪板（１１）の曲げこわさが上記の範囲に設定されることによ
り、被験者（Ｈ）の生体活動に伴い起歪板（１１）に歪みが確実に生じたりその歪みが確
実に変動したりするものとなる。ただし本発明では、起歪板（１１）の曲げこわさは上記
の範囲であることに限定されるものではない。
【００５２】
　なお、被験者（Ｈ）の生体活動として、呼吸を始め、脈拍（拍動、心拍）、体動（例：
寝返り）等が挙げられる。
【００５３】
　起歪板（１１）は、ヤング率が３００００～２２００００ＭＰａの範囲の材料で形成さ
れたものであることが望ましい。起歪板（１１）の材料のヤング率が上記の範囲に設定さ
れることにより、被験者（Ｈ）の生体活動に伴い起歪板（１１）に歪みが確実に生じたり
その歪みが確実に変動したりするものとなる。ただし本発明では、起歪板（１１）の材料
のヤング率は上記の範囲であることに限定されるものではない。
【００５４】
　歪み検出手段（１２）は、起歪板（１１）の長さ方向中間部に固定状態に装着されてお
り、上述したように起歪板（１１）の歪みと更にその時間変動とを検出するものである。
詳述すると、歪み検出手段（１２）は、起歪板（１１）の長さ方向中間部に生じる歪みと
更にその時間変動とを検出するものである。また、歪み検出手段（１２）から出力された
信号は、被験者（Ｈ）の生体情報の計測に用いられるものである。
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【００５５】
　この歪み検出手段（１２）は、少なくとも１個の歪みゲージ（１２ａ）からなり、本実
施形態では、４個の歪みゲージ（１２ａ）（１２ａ）（１２ａ）（１２ａ）からなる。図
３に示すように、これらの歪みゲージ（１２ａ）（１２ａ）（１２ａ）（１２ａ）のうち
２個の歪みゲージ（１２ａ）（１２ａ）と残りの２個の歪みゲージ（１２ａ）（１２ａ）
とは、それぞれ、起歪板（１１）の長さ方向中間部の上下両面の互いに対向する位置に接
着剤によって貼着されている。そして、これらの歪みゲージ（１２ａ）（１２ａ）（１２
ａ）（１２ａ）は、互いに電気的に接続されてブリッジ回路（詳述するとホイートストン
ブリッジ回路）が形成されている。すなわち、このブリッジ回路は４個の歪みゲージ（１
２ａ）（１２ａ）（１２ａ）（１２ａ）が組み込まれて形成されたものである。
【００５６】
　（１７）は、歪み検出手段（１２）（詳述すると、歪みゲージ（１２ａ）のブリッジ回
路）の入力信号線及び出力信号線である。なお図３では、この入出力信号線（１７）は、
互いに共通する１本の線で図示されており、歪み検出手段（１２）と制御基板（１３）と
を互いに接続している。
【００５７】
　なお図２では、歪み検出手段（１２）は図示省略されている。後述する図５も同様に歪
み検出手段（１２）は図示省略されている。
【００５８】
　制御基板（１３）は、起歪板（１１）の長さ方向一端部に固定状態に取り付けられてい
る。図４に示すように、この制御基板（１３）には、制御手段（１４）と無線通信手段（
１５）と電源（１６）とが搭載されている。
【００５９】
　制御手段（１４）は、歪み検出手段（１２）の入出力信号（すなわち、歪み検出手段（
１２）への入力信号及び歪み検出手段（１２）からの出力信号）を制御するものである。
この制御手段（１４）は、歪み検出手段（１２）の歪みゲージ（１２ａ）のブリッジ回路
からの出力信号（出力電圧）を増幅する増幅部（図示せず）と、該増幅部で増幅された信
号をアナログ信号からデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換部（図示せず）とを有している
。
【００６０】
　さらに、この制御手段（１４）は、Ａ／Ｄ変換部で変換された信号に基づいて被験者（
Ｈ）の生体情報を演算する演算部（図示せず）を有している。演算部は、記憶部（ＲＯＭ
、ＲＡＭ）と中央演算処理部（ＣＰＵ）とを有する演算回路（ＩＣ）により構成されてい
る。そして、この演算部は、Ａ／Ｄ変換部で変換された信号から呼吸成分、脈拍成分（拍
動成分）、体動成分等の生体活動成分（生体情報成分）を抽出するためのフィルタリング
処理部を有するとともに、該処理部でフィルタリング処理された信号に基づいて生体情報
を演算するものとなされている。なお本発明では、演算部は、制御手段（１４）に備えら
れているのではなく、後述する報知手段（１８）に備えられていても良い。
【００６１】
　無線通信手段（１５）は、センサ（１０）からの出力信号としての制御手段（１４）か
らの出力信号を、無線信号として外部装置に送信するものである。無線信号としては例え
ば赤外線信号又は電波信号が用いられる。また本実施形態では、外部装置として報知手段
（１８）が用いられている。無線通信手段（１５）の報知手段（１８）への送信は、携帯
電話回線網、インターネット、無線ＬＡＮ等の無線通信網を介して行われるか、あるいは
無線通信網を介さないで直接的に行われる。
【００６２】
　電源（１６）は、センサ（１０）の動作に必要な電力をセンサ（１０）に供給するもの
であり、詳述すると、歪み検出手段（１２）、制御手段（１４）及び無線通信手段（１５
）の動作に必要な電力をこれらに供給するものである。この電源（１６）として、乾電池
、蓄電池、二次電池などの電池が用いられる。なお、電源（１６）から制御手段（１４）
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に供給された電力は、制御手段（１４）の動作に用いられるとともに、その一部は、制御
手段（１４）から入力信号線（１７）を通じて歪み検出手段（１２）に動作電力として供
給される。
【００６３】
　計測装置（２０）の報知手段（１８）は、センサ（１０）からの出力信号（詳述すると
センサ（１０）の無線通信手段（１５）から送信された無線信号）に基づいて被験者（Ｈ
）の生体情報を報知対象者（被報知者）に報知するものである。報知対象者としては、看
護師、介護者、監視者等が挙げられる。
【００６４】
　この報知手段（１８）は、報知スピーカ、報知ランプ、表示手段などを有している。報
知スピーカは、所定の情報を音声やブザー音などの音で報知対象者に報知するものである
。報知ランプは、所定の情報をランプの点灯や点滅などで報知対象者に報知するものであ
る。表示手段は、液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ、Ｃ
ＲＴ等により構成されており、所定の情報を文字や図などで表示することにより報知対象
者に報知するものである。（１８ａ）は、無線通信手段（１５）から送信された無線信号
を受信する報知手段（１８）の受信アンテナである。
【００６５】
　なお本発明では、報知手段（１８）は、上述したように、制御手段（１４）により制御
され無線通信手段（１５）により送信された信号に基づいて被験者（Ｈ）の生体情報を演
算する演算部（図示せず）を必要に応じて備えていても良い。
【００６６】
　この報知手段（１８）は、寝室、病室、ナースステーション、監視室、介護者の詰め所
などに設置されたり、あるいは固定電話機や携帯電話機などに搭載されるものである。
【００６７】
　次に、本第１実施形態の枕（１Ａ）の詳細な構成について以下に説明する。
【００６８】
　図２及び３に示すように、この枕（１Ａ）の枕本体（２）の内部には、枕本体（２）の
長さ方向（Ｌｐ）の一端面から他端面側に向かって枕本体（２）の長さ方向（Ｌｐ）と平
行に延びた起歪板収容ポケット孔（３）が設けられている。このポケット孔（３）の開口
部（３ａ）は、枕本体（２）の長さ方向（Ｌｐ）の一端面（詳述する一端面の中央部）に
配置されている。また、このポケット孔（３）の奥部は開口しておらず即ち閉塞状に形成
されている。したがって、このポケット孔（３）は袋状に形成されている。
【００６９】
　また、このポケット孔（３）の内周面の少なくとも一部には、起歪板（１１）の滑りを
防止する滑り止め手段（図示せず）が設けられている。この滑り止め手段として例えば滑
り止めゴムが用いられる。
【００７０】
　また、枕本体（２）の内部におけるポケット孔（３）の配置位置は、枕本体（２）の厚
さ方向（Ｄｐ）の丁度中間の位置に設定されており、すなわち、枕本体（２）の上下両面
（２ｘ）（２ｙ）から枕本体（２）の厚さ方向（Ｄｐ）中間部に向かって等距離の位置に
設定されている。
【００７１】
　さらに、枕本体（２）の内部におけるポケット孔（３）の配置位置は、枕本体（２）の
幅方向（Ｗｐ）の丁度中間の位置に設定されており、すなわち、枕本体（２）の幅方向（
Ｗｐ）両端面から枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）中間部に向かって等距離の位置に設定さ
れている。
【００７２】
　ポケット孔（３）の開口部（３ａ）には、該開口部（３ａ）を開閉自在に封止する封止
部材として、互いに係合可能な一対の面ファスナ（４）（４）が取り付けられている。
【００７３】
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　図２に示した枕（１Ａ）では、センサ（１０）の起歪板（１１）はポケット孔（３）の
開口部（３ａ）から挿入されて起歪板（１１）全体がポケット孔（３）内に収容され、そ
の後、両方の面ファスナ（４）（４）同士が互いに係合されることにより、ポケット孔（
３）の開口部（３ａ）が封止され、もって起歪板（１１）（即ちセンサ（１０））のポケ
ット孔（３）内からの不慮の飛び出しが防止されている。
【００７４】
　また、ポケット孔（３）内に起歪板（１１）が収容されることによって、枕本体（２）
の内部における起歪板（１１）の配置位置は、枕本体（２）の厚さ方向（Ｄｐ）の丁度中
間の位置に設定されており、すなわち、枕本体（２）の上下両面（２ｘ）（２ｙ）から枕
本体（２）の厚さ方向（Ｄｐ）中間部に向かって等距離の位置に設定されている。さらに
、ポケット孔（３）内に起歪板（１１）が収容された状態において、起歪板（１１）は、
枕本体（２）の長さ方向（Ｌｐ）に延びた状態に且つ枕本体（２）に対して位置固定され
た状態に水平に配置されている。
【００７５】
　一方、枕（１Ａ）を洗浄する場合、枕（１Ａ）を日干しする場合、電源（１６）として
の電池を交換する場合、センサ（１０）の故障によりセンサ（１０）を交換する場合など
には、互いに係合した両方の面ファスナ（４）（４）を分離してポケット孔（３）の開口
部（３ａ）を開口し、次いで起歪板（１１）をポケット孔（３）内から取り出すことによ
り、センサ（１０）を枕本体（２）から取り外すことができる。
【００７６】
　なお、本第１実施形態では、封止部材として面ファスナ（４）が用いられているが、本
発明では、封止部材は面ファスナ（４）であることに限定されるものではなく、その他に
、例えば、ボタン、スナップボタン、ファスナ等であっても良いし、その他の部材であっ
ても良い。
【００７７】
　次に、本第１実施形態の枕（１Ａ）及び生体情報計測装置（２０）を用いた生体情報計
測方法について以下に説明する。
【００７８】
　まず図３に示すように、枕本体（２）のポケット孔（３）内に起歪板（１１）を収容し
た後、ポケット孔（３）の開口部（３ａ）を面ファスナ（４）により封止する。次いで、
この枕（１Ａ）を必要に応じて枕カバー（図示せず）でカバーする。
【００７９】
　次いで、図１及び２に示すように、この枕（１Ａ）をベッド（３０）（詳述するとベッ
ド（３０）の弾性マット（３１））上に配置する。そして、被験者（Ｈ）の頭部をこの枕
（１Ａ）の上に載せて被験者（Ｈ）がベッド（３０）上で通常の就寝姿勢で就寝する。な
お就寝姿勢としては、仰臥姿勢を始め、その他に側臥姿勢などが挙げられる。
【００８０】
　すると、被験者（Ｈ）の頭部の重量（荷重）によって起歪板（１１）が弾性的に僅かに
下方向に凸円弧状に撓曲する。これにより、起歪板（１１）に曲げ歪みが発生し、特に起
歪板（１１）の長さ方向中間部に曲げ歪みが集中的に発生する。また、就寝姿勢の被験者
（Ｈ）の頚部及びその近傍の重量を受けて枕本体（２）の被験者（Ｈ）頚部側の部位が図
２に二点鎖線で示すように窪む。
【００８１】
　被験者（Ｈ）が就寝（睡眠）すると、起歪板（１１）の歪みが被験者（Ｈ）の就寝中の
生体活動（例：呼吸、拍動、寝返り）に伴い時間的に変動する。このような歪みの時間的
な変動が歪み検出手段（１２）により検出される。そして、この歪み検出手段（１２）か
らの出力信号（詳述するとブリッジ回路からの出力電圧）が出力信号線（１７）を通じて
制御基板（１３）の制御手段（１４）に送信される（図４参照）。
【００８２】
　制御手段（１４）に送信された信号は、制御手段（１４）により制御された後、無線通
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信手段（１５）により無線信号として報知手段（１８）に送信される。そして、報知手段
（１８）により報知対象者に被験者（Ｈ）の生体情報が報知される。これにより、報知対
象者は被験者（Ｈ）の生体情報を知ることができる。
【００８３】
　而して、本第１実施形態の枕（１Ａ）には次の利点がある。
【００８４】
　この枕（１Ａ）では、被験者（Ｈ）の生体情報を計測するセンサ（１０）が枕本体（２
）の内部に取出し可能に配置されているから、センサ（１０）を必要に応じて枕本体（２
）の内部から取り出すことができる。したがって、枕（１Ａ）を洗浄や日干しする場合、
電源（１６）としての電池を交換する場合、センサ（１０）が故障した場合などに、セン
サ（１０）を枕本体（２）の内部から取り出すことができる。
【００８５】
　さらに、センサ（１０）が枕本体（２）に対して位置固定された状態に配置されている
ので、睡眠時の被験者（Ｈ）の寝返り等の体動によって枕本体（２）に対するセンサ（１
０）の位置がずれる不具合を防止できる。
【００８６】
　さらに、枕本体（２）の内部における起歪板（１１）の配置位置は、枕本体（２）の上
下両面（２ｘ）（２ｙ）から枕本体（２）の厚さ方向（Ｄｐ）中間部に向かって等距離の
位置に設定されているので、枕（１Ａ）を上下にひっくり返して使用した場合であっても
、センサ（１０）の計測精度が枕（１Ａ）をひっくり返す前の計測精度と同じになる。し
たがって、枕（１Ａ）を上下両面（２ｘ）（２ｙ）で使用することができる。
【００８７】
　加えて、枕本体（２）の内部における起歪板（１１）の配置位置は、枕本体（２）の幅
方向（Ｗｐ）両端面から枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）中間部に向かって等距離の位置に
設定されている。したがって、枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）両端面を逆に配置しても枕
（１Ａ）を使用することができる。
【００８８】
　さらに、枕本体（２）に設けられた起歪板収容ポケット孔（３）内に起歪板（１１）が
取出し可能に収容されているので、起歪板（１１）（即ちセンサ（１０））の枕本体（２
）への取付けを容易に行うことができるし、起歪板（１１）が枕本体（２）から不慮に脱
落する不具合を防止できる。
【００８９】
　さらに、センサ（１０）は、該センサ（１０）からの出力信号を無線信号として送信す
る無線通信手段（１５）を含んでおり、センサ（１０）（詳述すると、センサ（１０）の
歪み検出手段（１２）、制御手段（１４）及び無線通信手段（１５））の動作電源（１６
）が起歪板（１１）に取り付けられているので、センサ（１０）のコードレス化を図るこ
とができる。
【００９０】
　さらに、ポケット孔（３）の開口部（３ａ）に、該開口部（３ａ）を開閉自在に封止す
る封止部材として互いに係合可能な一対の面ファスナ（４）（４）が取り付けられている
。したがって、ポケット孔（３）内に起歪板（１１）を収容した後で、両方の面ファスナ
（４）（４）同士を互いに係合させることにより、起歪板（１１）がポケット孔（３）内
から不慮に飛び出して枕本体（２）から脱落する不具合を確実に防止できる。
【００９１】
　また、本第１実施形態の生体情報計測装置（２０）は、本第１実施形態の枕（１Ａ）と
、枕（１Ａ）のセンサ（１０）からの出力信号に基づいて被験者（Ｈ）の生体情報を報知
する報知手段（１８）と、を備えているので、被験者（Ｈ）の生体情報を報知対象者に報
知することができる。
【００９２】
　＜第２実施形態＞
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　図５及び６は、本発明の第２実施形態に係る枕（１Ｂ）を説明する図である。この枕（
１Ｂ）の構成について上記第１実施形態の枕（１Ａ）とは異なる点を中心に以下に説明す
る。
【００９３】
　この枕（１Ｂ）では、枕本体（２）の内部におけるセンサ（１０）の起歪板（１１）の
配置位置は、被験者（Ｈ）の頭部（詳述すると頭頂部）側の位置ではなく、被験者（Ｈ）
の頚部側の位置に設定されており、詳述すると、枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）両端部の
うち被験者（Ｈ）頚部側の端部の近傍位置に設定されている。さらに、起歪板（１１）は
、枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）に対して、起歪板（１１）の幅方向両側縁部（１１ａ）
（１１ｂ）のうち被験者（Ｈ）頚部側の側縁部（１１ａ）が被験者（Ｈ）頭部側の側縁部
（１１ｂ）よりも下に位置するように傾斜した状態に配置されている。また、この枕（１
Ｂ）では、ポケット孔（３）内に起歪板（１１）を収容した場合に起歪板（１１）が枕本
体（２）の内部に上述したような位置及び傾斜状態に配置されるように、ポケット孔（３
）は枕本体（２）の内部に形成されている。
【００９４】
　また、枕本体（２）の被験者（Ｈ）頚部側の部位は、就寝姿勢の被験者（Ｈ）の頚部及
びその近傍の重量を受けて図５に二点鎖線で示すように窪む。
【００９５】
　この枕（１Ｂ）の他の構成は上記第１実施形態の枕（１Ａ）と同じである。
【００９６】
　而して、本第２実施形態の枕（１Ｂ）では、枕本体（２）の内部における起歪板（１１
）の配置位置は、被験者（Ｈ）の頚部側の位置に設定されているので、センサ（１０）に
よる被験者（Ｈ）の生体情報の計測精度を向上させることができる。
【００９７】
　さらに、起歪板（１１）は、枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）に対して、起歪板（１１）
の幅方向両側縁部（１１ａ）（１１ｂ）のうち被験者（Ｈ）頚部側の側縁部（１１ａ）が
被験者（Ｈ）頭部側の側縁部（１１ｂ）よりも下に位置するように傾斜した状態に配置さ
れているので、図５に示すように起歪板（１１）の幅方向が就寝時の被験者（Ｈ）の頭部
から頚部に沿う方向と略同じになる。そのため、被験者（Ｈ）がその頭部ないし頚部にセ
ンサ（１０）（起歪板（１１））の存在によるゴツゴツ感等の違和感を感じるのを極力抑
えることができるし、しかも、センサ（１０）による生体情報の計測精度をより一層向上
させることができる。
【００９８】
　なお、枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）に対する起歪板（１１）の幅方向の傾斜角度は、
例えば１～３０°（特に好ましくは５～２０°）に設定されるのが良い。ただし本発明で
は、この傾斜角度は上記の範囲であることに限定されるものではない。
【００９９】
　＜第３実施形態＞
　図７及び８は、本発明の第３実施形態に係る枕（１Ｃ）を説明する図である。この枕（
１Ｃ）の構成について上記第１実施形態の枕（１Ａ）とは異なる点を中心に以下に説明す
る。
【０１００】
　この枕（１Ｃ）では、図７に示すように、枕本体（２）はその展開状態において平面視
長方形状に形成されている。そして、展開状態の枕本体（２）がその長さ方向（Ｌｐ）の
中間位置（２ｃ）で厚さ方向に二層に折り重ねられることにより、図８に示すように枕本
体（２）が形成されている。こうして形成された枕本体（２）の長さ、幅及び厚さは、上
記第１実施形態の枕本体（２）と略同じである。
【０１０１】
　さらに、枕本体（２）を構成する二層の折り重ね層（２ａ）（２ｂ）における互いに重
ね合わされる二つの内面の両側縁部及び端部には、図７に示すように、それぞれ、枕本体
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（２）を二層に折り重ねた状態に保持する保持手段として、互いに係合可能な一対の面フ
ァスナ（５）（５）が縫着されて取り付けられている。さらに、二層の折り重ね層（２ａ
）（２ｂ）における互いに重ね合わされる二つの内面のうち一方の内面の中央部には、セ
ンサ（１０）の起歪板（１１）が枕本体（２）の長さ方向（Ｌｐ）に延びた状態に水平に
配置されている。そして、展開状態の枕本体（２）が上述のように二層に折り重ねられて
互いに対応する面ファスナ（５）（５）同士が分離可能に係合されることにより、枕本体
（２）が二層に折り重ねられた状態に保持されるとともに、互いに重ね合わされた二層の
折り重ね層（２ａ）（２ｂ）間に起歪板（１１）が挟まれて位置固定された状態に、起歪
板（１１）が枕本体（２）の内部における枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）中間位置に水平
に配置されている。
【０１０２】
　なお本発明では、枕本体（２）内部への起歪板（１１）の配置方法として、図８に二点
鎖線で示すように、枕本体（２）の互いに重ね合わされた二層の折り重ね層（２ａ）（２
ｂ）の端部間を少し開いて隙間を形成し、この隙間から起歪板（１１）を挿入して枕本体
（２）の内部に配置しても良い。
【０１０３】
　この枕本体（２）の内部から起歪板（１１）（センサ（１０））を取り出す場合には、
二層に折り重ねられた状態の枕本体（２）を、互いに係合した面ファスナ（５）（５）同
士を分離することにより図７に示すように展開する。この状態にしてから、起歪板（１１
）を取り出す。あるいは、 枕本体（２）の互いに重ね合わされた二層の折り重ね層（２
ａ）（２ｂ）の端部間を少し開いて隙間を形成し、この隙間から手を入れて起歪板（１１
）を取り出しても良い。
【０１０４】
　この枕（１Ｃ）の他の構成は上記第１実施形態の枕（１Ａ）と同じである。
【０１０５】
　而して、本第３実施形態の枕（１Ｃ）では、枕本体（２）は、その厚さ方向に二層に且
つ展開可能に折り重ねられて形成されたものであり、起歪板（１１）は、枕本体（２）を
構成する二層の折り重ね層（２ａ）（２ｂ）における互いに隣接する２つの層（２ａ）（
２ｂ）間に、該両層（２ａ）（２ｂ）間で挟まれて位置固定された状態に配置されている
。したがって、枕本体（２）を形成するために展開状態の枕本体（２）を二層に折り重ね
る際に、互いに隣接する２つの層（２ａ）（２ｂ）間に起歪板（１１）を配置させて両層
（２ａ）（２ｂ）間で起歪板（１１）を挟むことにより、起歪板（１１）（センサ（１０
））を枕本体（１０）の内部に位置固定した状態に配置することができる。そのため、セ
ンサ（１０）の枕本体（２）内部への配置作業とセンサ（１０）の位置固定作業を容易に
行うことができる。
【０１０６】
　さらに、枕本体（２）は、枕本体（２）を二層に折り重ねた状態に保持する保持手段と
して面ファスナ（５）を備えているので、この面ファスナ（５）によって枕本体（２）を
二層に折り重ねた状態に保持することができるし、折り重ねられた枕本体（２）を展開し
た状態に変換することができる。
【０１０７】
　さらに、枕本体（２）の内部における起歪板（１１）の配置位置は、枕本体（２）の上
下両面（２ｘ）（２ｙ）から枕本体（２）の厚さ方向（Ｄｐ）中間部に向かって等距離の
位置に設定されている。したがって、上記第１実施形態の枕（１Ａ）と同様に、枕（１Ｃ
）を上下にひっくり返しても使用することができる。
【０１０８】
　＜第４実施形態＞
　図９及び１０は、本発明の第４実施形態に係る枕（１Ｄ）を説明する図である。この枕
（１Ｄ）の構成について、上記第１実施形態の枕（１Ａ）及び上記第３実施形態の枕（１
Ｃ）とは異なる点を中心に以下に説明する。
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【０１０９】
　この枕（１Ｄ）では、その枕本体（２）は、上記第３実施形態の枕本体と同様に、厚さ
方向に二層に折り重ねられて形成されたものであるが、上記第３実施形態の枕本体とは展
開状態の枕本体（２）を折る方向が異なっている。すなわち、図９に示すように、本第４
実施形態の枕（１Ｄ）では、展開状態の枕本体（２）はその幅方向（Ｗｐ）の中間位置（
２ｄ）で厚さ方向に二層に折り重ねられている。
【０１１０】
　この枕（１Ｄ）の他の構成は上記第３実施形態の枕（１Ｃ）と同じである。
【０１１１】
　なお本発明では、枕本体（２）内部への起歪板（１１）の配置方法として、図１０に二
点鎖線で示すように、枕本体（２）の互いに重ね合わされた二層の折り重ね層（２ａ）（
２ｂ）の端部間を少し開いて隙間を形成し、この隙間から起歪板（１１）を挿入して枕本
体（２）の内部に配置しても良い。
【０１１２】
　なお本第３及び第４実施形態では、枕本体（２）の内部における起歪板（１１）の配置
位置は、枕本体（２）の幅方向（Ｗｐ）中間位置に設定されているが、本発明では、その
他に、例えば被験者（Ｈ）の頚部側の位置に設定されていても良い。
【０１１３】
　また本第３及び第４実施形態では、枕本体（２）は、二層に折り重ねられて形成された
ものであるが、本発明では、その他に、三層に折り重ねられて形成されていても良いし、
四層以上に折り重ねられて形成されていても良い。
【０１１４】
　また本発明では、枕本体（２）を複数層に折り重ねた状態に保持する保持手段は、面フ
ァスナ（５）であることに限定されるものではなく、その他に、ボタン、スナップボタン
、ファスナ、紐であっても良い。あるいは本発明では、複数層に折り重ねられた状態の枕
本体（２）を枕カバー（枕袋を含む）でカバーすることにより、枕本体（２）を複数層に
折り重ねた状態に保持するものとなされていても良い。
【０１１５】
　以上で本発明の幾つかの実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に示した
ものであることに限定されるものではない。
【０１１６】
　また本発明では、起歪板（１１）の下面には起歪板（１１）を弾性的に支持する支持シ
ートが配置されていても良い。
【０１１７】
　また本発明では、歪み検出手段（１２）は歪みゲージ（１２ａ）であることに限定され
るものではなく、その他の手段であっても良い。
【０１１８】
　もとより本発明では、センサ（１０）は起歪板（１１）と歪み検出手段（１２）とを備
えたものであることに限定されるものではない。
【０１１９】
　また本発明では、生体情報計測装置（２０）は、被験者（Ｈ）の生体情報の他に、更に
、ベッド（３０）における被験者（Ｈ）の在床状況、例えば被験者（Ｈ）の入床や離床を
検出できるように構成されていても良い。
【産業上の利用可能性】
【０１２０】
　本発明は、被験者の生体情報を計測する機能を有する枕及び生体情報計測装置に利用可
能である。
【符号の説明】
【０１２１】
１Ａ～１Ｄ：枕
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２：枕本体
２ａ、２ｂ：折り重ね層
３：ポケット孔
３ａ：開口部
４：面ファスナ（封止部材）
５：面ファスナ（保持手段）
１０：センサ
１１：起歪板
１２：歪み検出センサ
１４：制御手段
１５：無線通信手段
１６：電源
１８：報知手段
２０：生体情報計測装置
３０：ベッド（寝床）
Ｈ：被験者

【図１】
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【図３】

【図４】
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